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保育のヒント ～科学する心を育む～

保育のヒント～「科学する心」を育てる～
興味・関心が高まる工夫～オタマジャクシ～／二本松市立小浜幼稚園（福島県）

子どもたちの生き物への関心を高めたり、興味を深めたりするために、どのような環境の工夫を
していますか？

今回は、保育者が、子どもたちの生き物への興味を深める環境の工夫を明らかにしている園の実
践をご紹介します。

子どもたちが、4歳児の時に生き物を飼った経験を基に、相手の立場に立って生き物を飼おうとす
る姿が伝わってきます。

さらに、一人の子どもの考えを友達、保育者、保護者が共有し、認め合う体験が、「科学する
心」の育ちには、大切であることを読み取ることもできます。

「いろいろな生き物との触れ合いを経験し、いろいろな発見をして欲しい」と保護者がオタマジャクシを園に持ってき
てくれた。4歳児の時にも、いろいろな生き物や植物との体験活動を経験していることもあり、クラスでオタマジャク
シを飼うことにする。すぐにSちゃんが、「いっぱい触ると死んじゃうんだよ。だから触らない方がいいんだよ」と言
い出す。昨年、意図的に直接触れられる環境を作ってきたことで、オタマジャクシを手に乗せたり追いかけ回したりし
たせいか、オタマジャクシが全部死んでしまった経験がとても印象的だったようだ。子どもたちの中には、オタマジャ
クシに触りたいという気持ちがあるようだったが、Sちゃんの発言がきっかけとなり、みんなで話し合い、手では触ら
ないようにしようと決まる。

環境の工夫

虫メガネは、使いたい時にすぐに使
えるように水槽の近くに置く。

より関心が高まるように、オタマ
ジャクシの成長の様子を掲示する。

絵や製作で表現したい思いが実現す
るように素材・材料を設定する。

「オタマジャクシの飼育を通して」／5歳児



オタマジャクシをより身近に感じ関
心が高まるように「おたまじゃくし
の101ちゃん」（作・絵：かこさとし/
偕成社）などの絵本や、図鑑の設定

を工夫する。

「カエルになる練習！」

Mちゃんは朝からカエルの飼い方が載っている本をじっとみていた。

保育者は、「そろそろ足も出てきてオタマジャクシの容器はこのままでいいのか
な…。カエルになったら深い容器の方がいいのかな…」と、考えて深めの飼育ケー
スを準備する。

Mちゃんは、その飼育ケースをもって砂場に行き、砂を入れ始める。

保育者：「Mちゃん、どうしたの？」

Mちゃん：「あのね、カエルになる練習するの！ピョーンってやる練習するの。
（だから）砂を入れるといいんだって！！」

保育者：「なるほど！砂があると砂の上を歩けるからジャンプの練習ができるん
だ。いい考えだね」
その後、水も少し入れてオタマジャクシを新しい飼育ケースに移してあ
げる。

Mちゃん：「ピョーンって跳ぶ練習するの！本に載ってたの。お水だけじゃなくて
土を入れてあげるんだって」

Yちゃん：「ジャンプの練習？カエルになれるように？！すごいね！」

保育者は、クラスのみんなに新しいオタマジャクシの家ができたことを伝える。

保育者：「あのね、Mちゃん、ジャンプの練習ができるように砂を入れたんだって。いい考えだね」
（いい考えだね！ってお友達に認められてMちゃんも嬉しそうだな。もっといろいろな人にもMちゃんの考えを
伝えたいな…）

Aちゃんたち：「Mちゃん、すごい！！いい考えだね」と、認める。

Bちゃん：「新しいお家ができてよかったねぇ」

保育者：「Mちゃん、カエルになったらジャンプができるように水の中に砂も入れて水と陸地と両方作ってあげたんだっ
て！」

Sちゃん：「カエルになる練習？」

Oちゃん：「そうか！カエルはピョーンって跳ぶもんね」

しばらくじっとオタマジャクシの様子を見ている。

砂の上をオタマジャクシが歩き出す。

Mちゃん：「歩いてる！！」

Yちゃん：「よかったねぇ！Mちゃん！」

Mちゃん：「やっぱり…！」

保育者は、登園してきたMちゃんの母親に昨日のMちゃんの様子を伝え、クラスまで来てもらい、Mちゃんが考えたオタ
マジャクシの家を見てもらう。

Mちゃん：「お母さんあのね。ジャンプする練習のところ作ったの」

オタマジャクシがやってきた

次の日



Mちゃん：「お母さんあのね。ジャンプする練習のところ作ったの」

Mちゃんの母：「うわぁー！すごい！Mちゃん考えたの？すごいねぇ！」

母親に考えをたくさん認めてもらい、とても嬉しそうなMちゃんだった。その後、クラス便りで、保護者にもオタマジャ
クシの様子、子どもたちの関わりの姿を伝える。

オタマジャクシを取り出して歩く様子を観ていると…。

Cちゃん：「ピョーンって跳ばないねぇ…」

Dちゃん：「まだ赤ちゃんだからじゃない？」

Cちゃん：「黒いからまだカエルじゃないね…」

Dちゃん：「まだ、ジャンプできないから、こんな歩き方だったよ！」

保育者は、カエルの動きを体を使って表現する姿を受け止める。
（伝えたい時は、言葉だけじゃなくて体の動きも自然に出ることが分かった）

考察

去年、オタマジャクシの飼育に失敗した経験をした子どもたちの新たなスタートだった。子どもたちなりに自分たちで考
え、約束を決めて大事に飼育することができた。昨年の経験を全体で共有し生かすことができた。

カエルやオタマジャクシの載っている本や、虫メガネ、飼育ケースの置き場所など子どもたちが朝、登園すると目に付く
場所に環境構成したことで、関心が高まったような姿が見られた。子どもたちの興味・関心を捉えた環境の工夫をする必
要があることを実感した。

オタマジャクシの様子を掲示したり、絵に描いたり、クラス便りで保護者にも伝える工夫をしたことで、保護者にも興味
をもってもらった。また、子どもの小さな気付きをみんなで共有する環境として有効であったのではないか。

子どもが気が付いたこと、考えたことを保護者や周りの友達に伝え、みんなから認められる機会を作ったことで、さらに
興味が深まっていった。

気が付いたことや感じたことがあると誰かに伝えたくなる。言葉だけでなく、自然と体を使って表現したり、絵などで表
現したり等、いろいろな方法で伝えようとすることが分かった。
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その後


